
令和 7 年度 愛心園地域連携推進会議 議事録（要約） 

 
事 業 所 障害者支援施設 愛心園 

開催日時 令和 7年 12 月 2 日(火)13：30～15：45 

開催場所 愛心園 参号館 1階ホール 

参 加 者 

利用者代表       1 名 

利用者の家族代表    1 名 

地域の関係者      1 名 

福祉に知見のある人   1 名 

行政関係者       1 名 

法人職員        6 名（園長、副園長、事務長、施設支援課長、施設支

援課主任 2名） 

会議内容 

1.地域連携推進会

議について 

地域連携推進会議の役割や目的、内容等を説明 

2.法人及び事業所

の概要、取組 

法人の沿革や理念、障害者支援施設愛心園の概要について説明 

日課及び年間行事表や写真による活動紹介の資料により取組について説明 

（意見や質問として） 

・【行政関係者】以前はゴルフ場で軽作業を行っていたと思うが、現在の外で

の作業はどんな様子か？ 

→【法人職員】出て行けていない。 

・【行政関係者】受け入れ先があれば、外での作業に行くことは可能か？ 

→【法人職員】若い利用者は危険予知力の弱い方が多く、マンツーマンの対応

が必要になるために多くの職員が必要となるが、機会があれば考えたい。 

・【福祉に知見のある人】日中に入浴されているようだが、入れなかった方は

夜に入れるのか？ 

→【法人職員】みんなと入るのが嫌な方もいるため、個別で夜に入浴する方も

いる。 

→【法人職員】最高齢は 90 歳の利用者が２名いるなど介護度が上がり、愛心園

で入浴できない方はデイサービスで入浴している方もいる。 

3.各委員からの情

報提供 

・【地域の関係者】地域で実施している春まつりには出店していただいている

が、コロナ禍以降止まっている夏まつりへの出店も再開していただきたい。 

・【行政関係者】生活に関する困りごとを相談できる「くらしの相談会」や親

なきあとの備えについて解説する説明会の紹介 

・【福祉に知見のある人】上郡町社会福祉協議会が提供するサービスやイベン

ト、ボランティア体験講座の紹介 

4.意見交換 ・【福祉に知見のある人】ボランティアの派遣依頼がある年とない年がある。

ボランティアの方によっては依頼を待っている。 

→【法人職員】定期的にボランティアの依頼ができるようにイベントの内容を

検討する。 

・【福祉に知見のある人】外出の付き添いボランティアの方も回数を増やして

も良いと言っている。 



→【法人職員】外出の機会が減っており、利用者にとっては良い話なので、ぜ

ひこれからも付き添いをお願いしたい。 

・【法人職員】利用者代表の〇〇さん、ボランティアとの外出はどうですか？ 

→【利用者代表】楽しいなあ。 

・【利用者の家族代表】一度ボランティアの方との縁が切れると再開が難しい

ため、継続して依頼することが大切だと思う。 

・【利用者の家族代表】愛心園は保護者が頑張って立ち上げ、その伝統は引き

継いでいるため、保護者会の活動も活発である。町外の方も多いが、地域の

方と何か関わりたいと思っているので、少しでも保護者と地域の方とが交流

できる場を設けられるようにしたい。 

・【利用者の家族代表】保護者はボランティアの方に感謝しているので、その

ことを伝えてもらいたい。 

5.施設見学 Ａユニット、ＢＣユニット、弐号館 

（意見や質問として） 

・【福祉に知見のある人】入浴セットに、一人ずつカードをつけて工夫されて

いた。また、ティータイムの飲み物も利用者が選びやすい工夫をされてい

た。 

・【福祉に知見のある人】【地域の関係者】施設がどこもきれいだった。 

・【福祉に知見のある人】利用者代表の方に困っていることを聞いたが、「な

い」と言われた。利用者の方と直接話ができて良かった。 

・【福祉に知見のある人】クリスマスツリーなど、利用者の個室にも季節を感

じられるものがあれば良いと思った。 

・【地域の関係者】地域の方で愛心園で働いていた方がおられたが、負担が大

きいが給料が安いと言われていた。職員は正当な報酬をもらえたらと思う。 

・【地域の関係者】職員の入れ替わりは頻繁にあるのか？ 

→【法人職員】以前は入れ替わりが多くあったが、この 10年は結婚しても退職

することがなくなった。また、産休、育休を取得して復帰する職員も増え

た。 

・【利用者の家族代表】今日の会議の様子やみなさんのご意見を 12月の保護者

会でも紹介したいと思う。 

その他 利用者が生活している様子をもっと見てもらえるように、次回の時間設定等を

考えていく。 

 

 

 


